
主主仲

あ
い
さ
つ
に
立
つ
才
賀
会
畏

あ
る
」
と
の
惚
闘
を
示
し
た
一
こ
れ
を
受
け
、
戸
田
局
長

上
で
、
「
発
注
者
で
あ
る
お
客
一
が
挨
拶
で
「
人
材
の
雇
用
・育

様
、
受
注
す
る
ゼ
ネ
コ
ン
、
一
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

あ
い
さ
っ
す
る
谷
会
長

あ
い
さ
っ
す
る
声
田
局
長

設立1周年
定期総会

日
司
一

市
昭
一
組
一

年
四
一

回
幅
一

相
三
一

甥

一

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

一
断
士
会
(
米
合
亜
州
夫
会
長
)

一
の
役
立
か
ら

1
周
年
を
迎

一
え
、
平
成
例
年
度
・
第
2
固
定

一
期
総
会
が
日
目
、
広
門岡
市
中

一
区
中
島
町
の
広
島
工
業
大
学

一広
島
校
舎
で
聞
か
れ
た
。
総

一会
で
は
平
成
幻
年
度
事
業
報

日 干リ第 14416号)
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あ
い
さ
っ
す
る
米
倉
会
長

告
や
収
支
決
算
な
ど
を
承
認

し
た
ほ
か
、
今
年
度
も
2
カ

月
に
一
回
の
定
例
研
修
会

(
サ
ロ
ン
)
や
現
場
見
学
会
な

す
る
鰭
窃
撲
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

挨
拶
で
米
倉
会
長

は、
股
立
か
ら
1
年
、
当

初
日
擦
を
大
き
く
上
回

る
ね
人
の
入
会
者
が
あ

り
、
順
風
満
帆
な
船
出

と
な
っ
た
こ
と
に
対
し

感
謝
を
述
べ
た
の
ち
、

「震
災
を
機
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
純
造
物
の
重
要

性
が
か
な
り
認
識
さ
れ

て
き
て
お
り
、
復
興
に

関
し
て
も
コ
ン
ク
リ
1

卜
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

よ
る
泣
か
で
安
全
・
安
心
な

社
会
づ
く
り
を
訴
え
る
機
会

で
も
あ
る
。ま
た
、
東
北
で
の

技
術
者
不
足
を
補
う
た
め
に

も
我
々
と
同
じ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
診
断
士
の
資
格
を
有
す
る

仲
間
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
啓
援
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
ぜ

ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

続
く
議
事
で
は
、
米
倉
会

長
を
議
長
に
各
議
案
を
審

議
。
平
成
幻
年
度
事
業
報
告

で
は
、
徳
納
武
使
事
務
局
長

が
こ
れ
ま
で
に
隔
月
で
計
5

回
開
催
し
て
い
る
定
例
サ
ロ

ン
や
県
内
民
間
会
社
が
所
有 '(..-一 一

建
築
A

安芸高田博安
芸
高
田
市
は
日
目
、
「
向

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建

築
工
事
」
を
事
後
審
査
型

一

般
競
争
入
札
で
公
告
し
た
。

建
築
一
式
工
窃
の
A
等
級
で

県
内
に
醤
諜
所
が
あ
る
者

8
月
初
・
幻
日
入
札

(
た
だ
し
県
内
に
主
た
る
営

業
所
が
あ
る
者
を
除
く
)
を

対
象
と
し
て
お
り
、

8
月
初

日
と
幻
自
に
む
子
入
札
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
入
札
を
受
け
付

け
、
辺
自
に
開
札
す
る
。

す
る
5
0
0
0
t
桟
橋
で
開

い
た
現
場
見
学
会
、
中
国
地

方
整
備
局
ら
と
の
座
談
会

『
中
園
地
方
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
維
持
管
理
の
現
状

と
課
題
』
(
今
年
元
日
て
本
紙

掲
政
)
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ

か
、
初
年
度
の
会
員
加
入
者

が
目
僚
の
正
会
員
叩
人
・
賛

助
会
員
別
口
に
対
し
、
正
会

員
口
人
・
資
助
会
員
出
口
で

あ
っ
た
こ
と
も
報
告
。
前
年

に
引
き
続
き
、
会
員
へ
の
情

報
提
供
、
親
睦
や
技
術
交
流
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
股
管
理
者

へ
の
支
綾
な
ど
の
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
M
年
度
事
業
計
画

案
や
各
関
連
予
算
案
も
可
決

し
た
。ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は

記
念
制
演
が
聞
か
れ
、
広
山

工
業
大
学
教
授
で
同
会
顧
問

の
十
河
茂
幸
氏
が
梢
師
を
担

当
、
『
東
日
本
大
震
災
か
ら
得

た
教
訓
1
震
災
か
ら
1
年
経

過
し
て
1
』
も
開
か
れ
た
。

第1回研修に50人参加
尾道地区建設業協組が開催

な
お
、
同
入
札
は
先
月
、
応

札
者
ゼ
ロ
の
た
め
不
調
と
な

っ
た
工
事
の
再
公
告
。
工
事

内
容
や
予
定
価
格
等
の
要
件

は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
前
回
の

要
件
と
し
て
い
た
「
県
内
に

【福
山
】尾
道
地
区
建
役
業

協
同
組
合
(
佐
藤
充
美
麗
窃

長
"
写
真
)
は
日
目
、
一尾
道
建

般
会
館
(
尾
道
市
古
浜
町
)
で

C
P
D
S認
定
の
第
1
図
研

修
会
を
開
催
し
た
。
組
合
員

の
技
術
力
向
上
を
目
的
に
開

い
た
も
の
で
、
当
日
は
約
印

人
が
参
加
ロ
『
公
共
工
事
に
お

け
る
施
工
上
の
留
意
事
項
に

つ
い
て
海
T

ん
だ
。

口
頭
、
佐
藤
理
事
長
は「
4

用
釆
に
は
、
市
建
設
産
業
蚕
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
怠
見
交
換

し
、
地
域
の
建
設
撲
を
取
η
巻

く
現
状
を
説
明
す
る
と
と
も

~.. .. 

者
」
に
つ
い
て
今
回
は
除
外

す
る
こ
と
と
し
た
。

工
事
場
所
"
向
原
町
坂

工
高
概
要
H
R
C造
一
部

S
造
2
階
建
建
築
面
積
2
8

0
5
・M
d
(新
築
2
0
3

1
・
仰
ば
、
改
修
7
7
4
・
円

ぱ
)
、
延
床
面
積
3
4
8
4
・

幻
ば
(
新
築
2
4
9
5
-
M

ぱ
、
改
修
9
8
9
-u
d
)、躯

体
工
・
仕
上
エ

・
外
榔
工

一

に
、
事
菱
望
宏
句
た
」

皇

べ
、
「
土
木
・
建
築
業
は
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
。
今
後
も
生

の
声
を
吸
い
上
げ
、
要
詔
一
等

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

若
い
人
た
ち
に
従
事
し
て
も

ら
え
る
よ
う
道
標
を
一示
し
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
建
設

業
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
研
修
会
に
つ
い
て
「
有

窓
議
な
も
の
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

研
修
会
で
は
、
広
山
県
の

検
査
を
事
例
と
し
て
、

①
土

木
工
事
共
通
仕
様
自
の
改
訂

②
工
事
検
査
の
基
本
方
針
③

提
出
資
料
1
の
内
容
を
示

し
、
工
程
・品
質
管
理
な
ど
施

工
計
画
俗
及
び
同
位
に
基
づ

き
施
工
管
理
を
実
施
し
た
記

録
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説。
帥舗
は
、
広
島
竪
エ
木
局

技
術
企
画
課
の
松
岡
仁
エ
一山

検
査
腕
託
員
が
務
め
た。

な
お
、
診
加
者
に
は
、

2
ユ

ニ
ッ
ト
が
付
与
さ
れ
る
。

械
股
備
工
一山

歩
加
資
格

等
級
で
特
定

有
し
、
予
定
冊

一
式
工
事
平

る
こ
と
。
県
由

芯
の
建
設
業

嘗
柏
市
所
が
あ
日

以
降
に
完
成

国
・挫
刀
八
余

し
た
S
造
-

S
R
C造
に

工
事
官」、
ム

1
9
9
7ー訓
川

築
ま
た
は
鎖

実
刑制
を
有
主

工
期
H
お
↑

予
定
価
世
間

O
万
円

-

開
札
予
定

日
午
前
9
監

東広島市

卓三

【呉
】
東
広

・

四
年
度
か
ゑ

高
潮
対
策
工
戸

い
る
が
、
お
与

よ
防
潮
扉
役
一

卜
態
主
主

商
潮
対
策

る
高
潮
な
ぶ

水
被
笹
を
罫

か
ら
、

浸
-盗

未
然
に
防
止


